
もらえるカード 

・グーでかつ 

 

 

・チョキでかつ  

 

 

・パーでかつ        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県教育委員会では「児童生徒が主役の授業づくりの推進と確かな学力の育成」の実現のた

めに、「単元構想」「対話のある学び」「ICTの活用」に重点を置いています。３つの重点項目

のうち、今号では「単元構想」について、９月に行われた教科教育専門監黒山香織先生の授

業力向上研修の公開授業をもとにポイントを紹介していきます。 

 

 

学習指導要領の目標には、「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学

的に考える資質・能力を育成すること」が示されています。では、実際にどのように「数学

的な見方・考え方」を働かせる授業を構想すればよいのでしょうか。 
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児童生徒が主役の授業づくりの推進  ～単元構想～  

Ａさん 

①単元の学習を通して、子どもがどのような数学的な見方・考え方 

を働かせるかを明らかにし、つながりをはっきりさせておく 

 

左に示したものは、黒山先生の単元指導計画

と評価計画です。黒山先生は1時間ごとに子ども

たちが働かせる数学的な見方・考え方を記載して

います。単元を見通すと共通する点や指導のポイ

ントが見えてきます。 

 

単元名 ： 小学校 1年算数「ひろさくらべ」 ～くらべっこじゃんけんをしよう～ 

課題 くらべっこじゃんけんをしよう 

～どうしたらひろさをくらべることができるかな～ 

Ｂさん 

②単元の学習を通して培ってきた数学的な

見方・考え方を生かせる課題を設定する 

子どもが数学的な見方・考え方を働かせ、主体的に取り組むための単元構想と課題設定 

本  時 

はしをそろえると、長さを比べることができる。 

はしをそろえると、長さを比べることができる。 

１つ分を決めると、長さを比べることができる。 

１つ分を決めると、 

１つ分を決めると、 

はしをそろえて 

はしをそろえる

１つ分を決める

ＡさんとＢさんでじゃんけんをし

ました。Ａさんがもらったカード

とＢさんがもらったカードはどち

らがひろいでしょうか。 

 



 

 

＜授業の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくは、はしをそろえてかさねてみた

よ。はみでたところの大きさをくらべた

ら A さんのほうがひろいとわかったよ。 

わたしも A さんのほうがひろいとお 

もったんだ。わたしは、「ひとつぶん」 

のべんきょうをおもいだして、 （三 

角形）がいくつぶんかかぞえてみたよ。

A さんが６こぶんで、Bさんが５こぶん

だから A さん！ 

 
単元を通して培ってきた数学的な見方・考え方を生かすことができるような課題

を設定しています。その見方・考え方が解決の糸口となり、子どもたちが主体的に取

り組む姿が見られました。 

 

③数学的な見方・考え方の深まりを実感したり、新たな問いが生まれ 

たりするような場面を設定する 

★ペアでくらべっこじゃんけんをしよう 

 

左の表は、領域で

働かせる数学的な見

方・考え方の系統表で

す。このように、数学

的な見方・考え方を働

かせる場面を繰り返

し積み重ねることで、

その見方・考え方は確

かなものになってい

きます。 

 

今号で紹介した単元構想のポイントを参考にしながら、目の前の子どもたちの様子と

照らし合わせて、日々の授業を振り返ってみてください。「どんな力を育てたいのか」

「そのためにどんな授業をするのか」というイメージをはっきり持ち、子どもたちが「学

ぶって楽しい」「わかった！」と感じられるような、子どもたちが主役の授業を一緒に

つくっていきましょう。 

～領域で働かせる数学的な見方・考え方の系統性～  注目！ 
ここにも 

「ＡさんとＢさんのひろさくらべ」の後に、実際に子どもたち

が「ひろさくらべじゃんけん」を行いました。授業で扱ったもの

と異なる、自分たちで作った形の広さを比べました。重ねて比

べたり、三角形がいくつ分かだけではなく平行四辺形（チョキ

で勝った時にもらえる形）がいくつ分かで比べたりする姿が見

られました。また、立体的なものの大きさを比べる方法に興味

をもつなど、今後の学習へとつながる新たな問いが生まれる

様子も見られました。 


